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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本歯車工業会（JGMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規

格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規

格である。これによって，JIS B 1759:2013 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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プラスチック円筒歯車の曲げ強さ評価方法 

Estimation of tooth bending strength of cylindrical plastic gears 

 
1 適用範囲 

この規格は，平行軸歯車対を構成する円筒歯車（以下，歯車という。）にプラスチック材料を用いたとき，

歯元における曲げ疲労折損に対する当該材料が示す強さの評価方法について規定する。対応国際規格は，

現時点では，制定されていない。評価は，外歯車対の運転試験結果に基づいて歯車材料の許容曲げ応力を

求めることによって行う。 

また，この規格の評価法に基づいて既に許容曲げ応力を求めたプラスチック材料製歯車の想定される呼

び接線力に対する安全性評価法も規定する。安全性評価は，呼び接線力から求めた歯元曲げ応力と材料の

許容曲げ応力から求められる許容歯元応力とを比較して行う。安全性評価は，外歯車対だけでなく，内歯

車対にも適用することが可能である。 

その他，この規格は，次の a)～l)の諸元をもつプラスチック歯車及び鋼歯車，又はプラスチック歯車だ

けで構成される外歯車対及び内歯車対に適用することが可能である。 

なお，j)～l)の事項について注意しなければならない。 

a) 歯直角モジュール ：0.5 mm 以上 2.0 mm 以下 

b) 基準円直径 ：100 mm 以下 

c) 圧力角 ：14.5°以上 25°以下 

d) ねじれ角 ：25°以下 

e) 正面かみ合い率 ：1.0 を超え 2.0 未満 

f) 歯幅 ：25 mm 以下 

g) 歯車精度 ：JIS B 1702-3 に規定する精度等級に整合 

h) 歯形 ：JIS B 1701-1 の規定による。ただし，歯直角圧力角については，JIS B 1701-1

に規定する以外［上記 c)参照］の歯形にも適用できる。また，基準ラックが創

成する形状以外の歯元すみ肉をもつ歯車についても適用可能である。 

i) その他 ：切下げ及び歯先とがりのない歯車で構成され，歯元干渉がなく適切なバックラ

ッシのある中心距離で組み付けられた，歯当たり不良がない歯車対に適用でき

る。また，この規格は，射出成形によって製造したプラスチック歯車に適用す

るが，機械加工したプラスチック歯車にも適用することが可能である。 

j) プラスチック材料一般に対して適用可能であるが，運転試験における損傷モードが歯元疲労折損にな

る場合に限る。 

k) 摩耗が極端に進行したときは，歯元付近での折損であっても，損傷モードが異なることがある。この

場合，この規格を適用することはできない。 

l) 繊維強化プラスチック製歯車にも適用可能であるが，その強度は，繊維強化の方法及び成形方法に依


